
一
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
三
藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
広
　
肇
　
偕
　
の
　
一
　
典
　
型
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
田
　
　
直
　
　
作

　
　
　
　
　
　
六
　
姓
　
氏
　
団
　
体

　
姓
氏
団
体
の
林
立
＝
前
諸
節
に
お
い
て
、
地
域
別
七
大
会
館
と
中
華
総
会
館
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
地
域
別
七
大
会
館
の
説
明

の
際
に
、
合
和
・
肇
慶
・
台
山
の
諸
会
館
の
場
合
は
大
姓
聚
居
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
に
対
し
、
そ
の
他
は
小
姓
雑
居
の
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
述
べ
た
。
だ
が
、
小
姓
雑
居
と
い
う
場
合
に
も
相
対
的
の
問
題
で
、
な
お
同
姓
集
団
進
出
の
傾
向
は
つ
よ
く
観
取
さ
れ
う

る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
つ
ぎ
の
ご
と
き
三
藩
市
に
お
け
る
多
数
の
姓
氏
団
体
の
存
在
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
。

三
藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造
　
臼
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筆
者
は
本
誌
第
十
八
号
所
載
の
「
明
治
年
間
に
お
け
る
華
僑
資
本
の
特
性
」
Ｏ
の
う
ち
に
、
日
本
の
著
僑
社
会
に
は
姓
氏
団
体
の

不
在
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
さ
に
、
日
本
の
場
合
と
は
対
照
的
に
三
藩
市
の
場
合
は
、
多
数
の
姓
氏
団
体
が
林
立
し
て
い

る
。
こ
の
相
違
は
い
か
な
る
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
留
日
華
僑
が
少
数
で
、
か
つ

東
北
・
華
北
・
華
中
・
華
南
・
台
湾
の
中
国
全
域
か
ら
の
出
身
者
に
よ
り
分
散
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
華
僑

の
場
合
は
、
日
本
の
場
合
と
同
様
人
口
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
広
東
省
台
山
県
を
中
心
と
し
て
そ
の
周
辺
の
若
干
県
出
身
者

に
よ
り
、
き
わ
め
て
地
域
的
に
集
約
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
華
中
か
ら
華
北
へ
北
上
す
る
ほ
ど
、
有
力
な
姓
氏
団
体
、
そ
の
他
村
落
・
県
別
．
省
別
団
体
等
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
三

江
偕
（
浙
江
・
江
蘇
・
安
徽
・
江
西
）
の
ご
と
く
、
ま
た
東
北
か
ら
華
北
に
か
け
て
の
広
大
な
地
域
を
包
括
す
る
北
偕
の
ご
と
く
、

地
縁
的
に
集
約
度
の
き
わ
め
て
低
他
な
団
体
が
支
配
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
南
下
す
る
ほ
ど
社
会
圧
力
計
は
高
ま
っ
て
、
福
建
省

・
広
東
省
に
お
よ
ぶ
と
巨
族
の
姓
氏
団
体
・
村
落
団
体
・
県
別
団
体
等
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
革
命
前
本
国
社
会

の
伝
統
主
義
的
社
会
構
造
の
あ
り
方
が
海
外
に
も
反
映
し
て
、
華
北
・
華
中
の
出
身
者
を
も
ふ
く
む
地
方
分
散
的
な
日
本
華
僑
社
会

に
姓
氏
団
体
を
不
在
せ
し
め
た
も
の
と
み
て
差
支
え
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
広
東
・
福
建
両
省
人
の
専
ら
進
出
し
た
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
と
、
三
藩
市
以
下
の
ア
メ
リ
カ
華
僑
社
会
で
は
多
数
の
姓
氏
団
体
が
普
遍
的
に
さ
え
観
察
さ
れ
る
。
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姓
氏
団
体
と
七
大
会
館
=
今
、
三
藩
市
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
「
美
国
三
藩
市
六
会
館
重
修
六
山
墳
場
徴
信
録
・
中
華
民
国
四

十
三
年
」
に
も
と
づ
い
て
検
討
す
れ
ば
、
合
和
総
会
館
の
出
捐
者
計
一
、
二
六
七
名
の
う
ち
、
「
余
姓
」
六
六
三
名
、
「
鄧
姓
」
二
〇

三
名
、
「
胡
姓
」
一
五
二
名
で
、
こ
の
三
姓
で
計
一
、
〇
一
八
名
を
占
め
、
大
姓
聚
居
の
傾
向
が
つ
よ
い
。
肇
慶
総
会
館
の
出
捐
者

計
一
、
七
二
七
名
の
う
ち
合
和
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
「
周
姓
」
二
七
〇
名
、
「
方
姓
」
二
二
七
名
、
「
関
姓
」
一
六
六
名
、
「
黄
姓
」
一
六

○
名
が
目
立
っ
て
い
る
。
岡
州
総
会
館
の
出
捐
者
計
一
、
三
四
五
名
の
う
ち
「
林
姓
」
と
「
陳
姓
」
は
と
も
に
二
二
八
名
、
「
趙
姓
」

一
二
九
名
、
「
李
姓
」
一
〇
八
名
、
そ
の
他
は
雑
姓
混
在
で
あ
る
。
陽
和
総
会
館
の
出
捐
者
計
二
、
〇
七
二
名
の
う
ち
、
「
黄
姓
」
一

八
二
名
、
「
李
姓
」
一
七
三
名
、
「
劉
姓
」
一
一
二
名
、
「
林
姓
Ｌ
一
一
一
名
、
「
方
姓
」
九
四
名
で
雑
姓
混
在
の
傾
向
が
と
く
に
つ
よ

い
。
三
邑
総
会
館
の
場
合
は
出
捐
者
計
一
、
二
九
二
名
の
う
ち
、
「
関
姓
」
一
六
三
名
、
「
江
姓
」
一
元
二
名
、
「
劉
性
」
八
四
名
。

　
「
陳
姓
」
六
九
名
等
が
目
立
っ
て
お
り
、
小
姓
雑
居
の
傾
向
か
つ
よ
い
。
人
和
総
会
館
は
出
捐
者
は
計
二
五
三
名
に
す
ぎ
ず
、
「
黄

姓
」
三
四
名
、
「
李
姓
」
二
二
名
、
「
張
姓
」
一
八
名
、
「
陳
姓
」
一
六
名
等
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
六
山
墳
場
（
共
同
基
地
）
は
以

上
の
六
会
館
の
共
同
設
立
に
か
か
り
、
三
藩
市
華
僑
の
三
分
の
一
余
を
占
め
る
甯
陽
（
台
山
県
）
総
会
館
は
別
に
「
寧
陽
余
慶
堂
山

所
」
の
墓
地
を
単
独
管
理
し
て
い
る
が
、
六
山
頂
場
へ
有
志
計
四
二
六
名
の
出
捐
を
み
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
「
黄
姓
」
七
六
名
、

「
李
姓
」
五
二
名
、
「
陳
姓
」
四
五
名
、
「
林
姓
」
二
四
名
、
「
郎
姓
」
二
三
名
、
「
雷
姓
」
二
二
名
、
「
朱
姓
」
二
二
名
の
順
と
な
っ
て

い
る
。
本
誌
前
号
所
載
本
研
究
ノ
ー
ト
�
の
う
ち
に
、
寧
陽
総
会
館
の
正
主
席
選
出
回
数
は
黄
姓
六
回
、
李
姓
四
回
、
雷
姓
二
回
、

朱
姓
二
回
に
該
当
す
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
右
に
は
若
干
同
様
の
傾
向
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
黄
姓
が
大
姓
と
し
て
の
地
位
を
占

め
て
い
る
。

　
右
の
地
域
別
七
大
会
館
の
う
ち
、
合
和
総
会
館
の
ご
と
き
は
台
山
県
の
余
姓
と
、
鶴
山
県
の
鄧
姓
と
、
胡
姓
の
三
姓
氏
団
体
の
連
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合
団
体
と
い
っ
て
も
差
支
え
な
い
。
そ
の
他
の
会
館
に
つ
い
て
も
、
数
個
の
大
姓
の
連
合
団
体
の
実
体
を
備
え
て
い
る
。
中
国
の
地

縁
的
な
同
郷
団
体
が
一
般
に
擬
家
族
団
体
と
し
て
説
明
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
三
藩
市
の
広
肇
偕
の
場
合
は
そ
れ
は
む
し
ろ
如
上
擬

制
と
い
う
よ
り
は
、
家
族
団
体
そ
の
も
の
の
連
合
と
も
み
な
さ
れ
う
る
実
情
に
あ
る
。

　
以
下
、
中
共
革
命
前
の
広
肇
偕
の
郷
土
社
会
の
実
態
を
省
察
し
な
が
ら
、
右
の
実
情
を
根
拠
づ
け
て
ゆ
こ
う
。

　
郷
土
社
会
構
造
の
延
長
＝
三
藩
市
に
お
け
る
如
上
の
各
姓
氏
団
体
は
現
地
で
新
規
に
結
成
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
郷
土

社
会
の
延
長
を
そ
こ
に
再
現
せ
し
め
て
い
た
も
の
と
観
察
さ
れ
る
。
三
藩
市
の
広
肇
聊
の
郷
土
社
会
の
実
態
に
つ
い
て
手
許
の
若
干

の
資
料
を
根
拠
と
し
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

　
三
藩
市
で
最
初
に
成
立
し
た
「
岡
州
会
館
」
（
一
八
五
一
年
成
立
）
の
会
友
は
今
日
で
は
四
邑
（
恩
平
・
開
平
・
新
会
・
台
山
の

四
県
）
の
う
ち
新
会
県
の
一
部
と
鶴
山
県
出
身
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。
今
、
右
の
う
ち
新
会
県
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
「
新
会
県
郷

土
志
六
、
戸
口
」
（
粤
東
編
訳
公
司
編
印
）
の
う
ち
に
、
光
緒
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
当
時
の
新
会
県
（
推
計
人
ロ
ー
五
〇
ー
ニ

○
○
万
人
）
の
河
村
（
男
女
推
計
人
ロ
約
一
〇
万
人
）
と
天
府
（
成
年
男
子
推
計
人
口
約
一
万
人
）
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
の
人
ロ

調
査
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
　
河
村
男
女
人
口
調
査
数

　
石
歩
李
姓
一
万
八
千
　
　
　
　
　
　
　
　
梧
村
李
姓
八
千

　
小
塘
李
姓
四
千
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓦
岡
李
姓
三
千
六
百

　
霧
山
岸
姓
二
千
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
肪
李
姓
二
千
八
百

　
那
鄧
李
姓
一
千
二
百
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
湯
姓
七
千
二
百
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西
佳
湯
姓
一
千
四
百
　
　
　
　
　
　
　
　
白
廟
梁
姓
七
千

天
等
梁
姓
五
千
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碩
臾
梁
姓
四
百

張
村
黄
姓
六
千
四
百
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
坪
黄
姓
一
千
六
百

浦
塘
黄
姓
一
千
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
談
雅
関
姓
二
千
八
百

沙
涌
劉
姓
四
千
四
百
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
涌
林
姓
二
千
八
百

沙
涌
何
姓
二
千
四
百
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
境
鄧
姓
二
千

小
脊
鄧
性
一
千
二
百
　
　
　
　
　
　
　
　
亨
美
浚
姓
二
千
四
百

田
辺
張
姓
二
千
四
百
　
　
　
　
　
　
　
　
塘
美
呉
姓
八
百

竜
湾
呉
姓
二
百
五
十
　
　
　
　
　
　
　
　
王
佐
岡
譚
姓
二
千
四
百

馬
涌
方
姓
一
千
二
百
　
　
　
　
　
　
　
　
下
涌
泉
姓
二
百

博
善
陳
姓
一
百
六
十
　
　
　
　
　
　
　
　
統
計
九
万
八
千
零
一
十

謁
有
陳
梁
鄧
三
姓
週
居
鶴
山
属
之
喬
丁
者
不
計

右
の
総
計
は
九
七
、
四
一
〇
人
で
あ
っ
て
六
〇
〇
人
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
何
が
故
か
不
明
で
あ
る
。

天
河
男
丁
（
成
年
男
子
）
調
査
散

倉
辺
譚
姓
三
百
二
十
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
付
譚
姓
一
千
一
百

槎
汪
洋
姓
八
百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
紳
譚
焼
一
百
八
十

百
千
里
譚
姓
一
百
八
十
　
　
　
　
　
　
　
竜
湾
譚
姓
一
百
五
十

-120-



鵠
鵲
譚
姓
九
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
坑
譚
姓
八
十

　
ー
不
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
不
明

　
ー
不
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
村
譚
姓
二
百
五
十

秀
村
蕭
姓
一
百
二
十
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
村
高
姓
一
百
五
十

秀
村
黄
姓
九
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
田
譚
姓
二
百
五
十

沙
田
呉
姓
一
百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
田
周
姓
二
十

沙
田
夏
姓
二
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
田
余
姓
三
十

沙
田
侯
姓
八
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
田
莫
姓
十
八

大
淀
譚
姓
三
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坑
劉
姓
九
十

大
淀
梁
姓
八
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坑
藩
姓
三
十

大
坑
呂
姓
二
十
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坑
鐘
姓
三
百
五
十

大
坑
廖
姓
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坑
胡
姓
十
人

大
坑
李
姓
十
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坑
関
姓
二
人

屏
岡
譚
姓
一
百
六
十
　
　
　
　
　
　
　
　
屏
岡
朱
姓
四
十

昇
岡
黎
姓
七
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
岡
陸
姓
五
十

社
辺
蕭
姓
一
百
二
十
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
湯
蕭
姓
一
百
二
十

梁
坑
梁
姓
八
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
坑
蕭
姓
一
百
二
十
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大
元
郭
姓
一
百
五
十
　
　
　
　
　
　
　
　
木
湾
郭
姓
一
百
五
十

　
月
湾
黄
姓
四
百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
湾
温
姓
二
百
五
十

　
大
湾
郭
姓
一
百
五
十
　
　
　
　
　
　
　
　
燈
台
簡
姓
二
百
五
十

　
橋
頭
王
姓
六
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
歩
郵
姓
二
百
五
十

　
礼
歩
胡
姓
一
百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
歩
張
姓
十
人

　
礼
歩
郵
姓
十
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
歩
謝
姓
十
人

　
新
村
譚
姓
三
百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
村
蔡
姓
二
十
五
人

　
新
村
文
姓
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
積
谷
馮
姓
七
百

　
雲
洞
李
姓
二
百
五
十
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
洞
蔡
姓
三
十
五
人

　
雲
洞
鄧
姓
十
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
訓
譚
姓
二
十

　
雲
洞
劉
姓
十
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
坑
葉
姓
二
十

　
仏
坑
呉
姓
二
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
坑
黄
姓
二
十

　
統
計
九
千
零
四
十
七

　
右
の
河
村
と
天
河
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
〇
年
当
時
の
新
会
県
に
お
け
る
同
姓
集
居
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
「
新
会

郷
土
志
七
、
民
族
」
の
劈
頭
の
「
新
会
全
境
分
三
大
区
日
邑
域
目
東
北
日
西
南
郷
村
無
慮
七
百
余
男
ロ
逾
万
者
十
余
族
千
ロ
以
上
僂

指
不
勝
数
矣
綜
査
各
譜
其
始
遷
本
境
之
祖
皆
唐
以
後
人
至
宋
度
宗
咸
淳
九
年
（
一
二
七
二
）
由
南
雄
州
珠
頑
巷
遷
至
者
約
占
全
邑
民
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族
之
六
七
焉
其
得
姓
受
氏
之
始
均
中
原
普
通
衣
冠
裔
也
」
の
う
ち
に
は
、
男
子
人
口
万
以
上
を
算
す
る
も
の
は
十
余
族
あ
っ
て
、
唐

以
後
南
遷
を
み
る
に
い
た
り
、
姓
氏
は
中
原
の
華
北
で
う
け
た
も
の
を
承
継
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
河
村
の
調
査
で
は
、
男
女

人
口
で
あ
る
が
、
李
姓
（
計
三
九
、
六
〇
〇
人
）
と
梁
姓
（
計
一
二
、
六
〇
〇
人
）
は
万
を
こ
え
、
そ
れ
に
黄
姓
（
計
九
、
〇
〇
〇

人
）
、
湯
姓
（
計
八
、
六
〇
〇
人
）
、
関
姓
（
五
、
二
〇
〇
人
)
、
劉
姓
（
四
、
四
〇
〇
人
）
、
林
姓
（
二
、
八
〇
〇
人
）
、
譚
姓
（
二
、

四
〇
〇
人
）
等
が
つ
づ
い
て
い
る
。
岡
州
総
会
館
（
新
会
県
の
一
部
と
鶴
山
県
出
身
者
）
の
出
捐
者
姓
氏
別
数
と
決
し
て
相
符
合
す

べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
同
会
館
の
そ
れ
は
、
林
姓
と
陳
姓
は
と
も
に
二
二
八
名
、
趙
姓
一
二
九
名
、
李
姓
一
〇
八
名
、
黄
姓
七
五

名
、
呂
姓
七
三
名
、
梁
姓
三
三
名
、
湯
姓
三
二
名
、
張
姓
一
八
名
、
譚
姓
一
七
名
、
呉
姓
一
七
名
、
鄧
姓
一
六
名
等
の
順
位
と
な
っ

て
い
る
。
上
位
の
陳
・
趙
・
呂
姓
を
除
け
ば
、
若
干
符
合
す
る
傾
向
が
く
み
と
ら
れ
う
る
。

　
同
調
査
の
後
住
で
は
陳
・
梁
・
鄧
三
姓
の
鶴
山
県
に
遷
居
し
た
も
の
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
第
一
位

の
陳
姓
は
鶴
山
県
出
身
者
と
も
み
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
同
姓
集
団
村
落
を
形
成
す
る
こ
と
は
「
客
家
」
の
場
合
に
も
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
赤
渓
県
志
、
第
ハ
、
附
篇
、

赤
渓
開
県
事
紀
の
う
ち
に
は
、
「
大
湖
山
深
井
大
門
一
帯
（
新
寧
県
、
今
日
の
台
出
県
）
客
属
西
接
郡
扶
東
連
大
山
隆
崗
地
瀕
海
而

民
饒
富
郷
落
稠
密
多
大
族
聚
居
、
如
大
湖
山
林
謝
姓
、
深
井
墟
下
鄭
姓
薪
尾
坪
傅
姓
泗
門
山
領
背
葉
姓
新
旧
富
坑
湯
黄
姓
大
門
大
洞

鵞
斗
陳
曽
姓
牛
角
竜
鄧
姓
等
村
倶
大
族
…
…
…
以
下
略
」
と
大
姓
集
居
の
情
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
同
様
の
記
事
は
同
事
紀
の
各

所
に
み
ら
れ
る
。
「
大
嶐
洞
（
台
山
県
）
内
外
一
俗
客
属
数
十
村
」
、
「
三
合
洞
燕
子
角
散
楽
水
一
帯
客
属
数
百
村
」
、
「
沖
蕭
利
一
俗
客

属
二
百
余
部
戸
口
殷
繁
」
、
「
五
十
洞
四
九
洞
一
帯
客
属
不
下
百
余
村
」
等
の
条
の
下
段
に
同
姓
村
落
名
が
多
数
列
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
省
略
し
て
お
く
。
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次
に
、
台
山
（
旧
名
新
寧
県
）
華
僑
雑
誌
に
は
、
「
西
海
為
図
山
水
和
三
保
村
郷
、
李
伍
陸
廖
等
姓
聚
居
」
と
述
べ
、
西
海
市
第

二
期
建
設
を
協
同
し
て
実
現
し
た
こ
恰
さ
ら
に
「
海
晏
中
股
佑
村
、
全
係
訃
姓
聚
族
而
居
ヽ
人
多
出
洋
ヽ
故
開
通
者
頗
衆
」
を
述

べ
、
華
僑
の
鄭
華
言
等
が
郷
里
に
閲
書
報
社
を
設
立
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
黄
放
任
夏
雑
誌
に
は
、
「
新
会
呉
趙
両
姓
械
闘
調
和
之
近
訊
」
と
題
し
て
、
新
会
県
吉
井
趙
・
呉
両
姓
の
械
斗
は
戦
禍
甚
烈

で
、
生
命
財
産
の
損
失
も
甚
重
の
た
め
「
黄
族
江
夏
堂
総
会
」
が
調
停
し
よ
う
と
し
た
が
、
結
局
大
元
師
陳
策
の
命
令
に
よ
り
、
双

方
何
れ
も
罰
金
三
万
元
、
銃
器
二
千
本
を
さ
し
だ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
、
両
姓
と
も
銃
器
数
百
本
ま
で
は
供
出
し
た
が
、
自
衛

を
口
実
と
し
て
残
り
の
千
数
百
本
は
供
出
を
肯
ん
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
如
上
、
ア
メ
リ
カ
華
僑
の
郷
土
の
台
山
県
、
新
会
県
等
に
お
け
る
大
姓
集
居
の
実
情
に
つ
い
て
の
一
端
が
把
握
さ
れ
う
る
。

　
郡
号
＝
前
述
す
る
と
こ
ろ
で
、
姓
氏
団
体
は
華
北
・
華
中
に
少
く
、
と
く
に
華
僑
出
身
地
の
華
南
に
多
い
こ
と
を
述
べ
た
。
漢

民
族
の
南
遷
の
歴
史
に
お
い
て
、
華
北
か
ら
華
南
に
移
居
し
て
後
も
、
そ
の
姓
氏
は
華
北
で
う
け
た
も
の
を
承
継
し
、
そ
の
出
身
地

の
「
郡
号
」
を
と
く
に
誇
示
す
る
傾
向
か
つ
よ
く
観
察
さ
れ
た
。
海
外
に
出
て
も
姓
氏
と
華
北
出
身
地
の
郡
号
を
併
称
す
る
こ
と
を

常
と
し
て
い
る
。

　
各
姓
氏
団
体
の
門
ロ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
郡
号
牌
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
郡
号
に
は
「
唐
代
欽
定
氏
族
」
に
よ
れ
ば
、
一

三
五
あ
っ
て
、
一
、
〇
八
〇
姓
を
包
括
し
て
い
る
。
そ
の
全
部
を
こ
こ
に
掲
げ
る
煩
を
さ
け
て
、
代
表
的
な
も
の
を
摘
録
す
れ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
。

　
　
（
上
名
＝
郡
号
、
下
名
=
姓
氏
）
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右
は
難
読
の
字
の
分
を
省
略
し
て
摘
録
し
た
も
の
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
何
れ
に
も
せ
よ
、
華
南
か
ら
海
外
へ
進
出
し
て
後
も
、
華

北
の
出
身
地
郡
名
を
号
称
誇
示
し
て
、
出
先
を
故
国
と
み
な
し
て
自
治
集
団
生
活
を
展
開
し
て
ゆ
く
の
が
、
一
般
の
経
過
で
あ
っ

た
。
そ
の
場
合
、
郭
氏
大
原
堂
、
彭
城
堂
劉
氏
宗
祠
、
西
河
堂
林
氏
公
司
、
江
夏
堂
黄
族
総
会
等
の
ご
と
く
姓
氏
と
組
み
合
せ
て
呼

称
さ
れ
る
。
そ
の
例
は
前
掲
の
三
藩
市
の
姓
氏
団
体
名
に
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
。
随
書
食
貸
方
に
も
「
晋
自
中
原
乱
。
元
帝
寓
居
江

左
。
百
姓
之
自
抜
南
奔
者
。
並
謂
之
僑
人
。
皆
旧
壊
之
名
。
僑
立
郡
県
。
」
と
あ
る
通
り
、
僑
リ
に
郡
号
を
立
て
ゆ
く
慣
行
は
中
世
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に
ま
で
遡
リ
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
中
国
人
社
会
の
今
日
に
至
る
ま
で
の
千
数
百
年
間
に
わ
た
る
伝
統
主
義
的
特
性
と
い
え
よ
う
。

　
以
下
、
三
藩
市
の
姓
氏
団
体
の
構
造
・
職
能
等
に
つ
い
て
の
実
態
分
析
に
移
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
三
藩
市
姓
氏
団
体
の
実
態

　
姓
氏
団
体
の
ニ
重
構
造
＝
中
世
紀
的
な
伝
統
主
義
的
社
会
構
造
と
も
い
う
べ
き
姓
氏
団
体
が
か
お
今
日
で
も
何
の
必
要
性
が
あ

っ
て
、
組
織
設
立
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
輪
廓
を
簡
潔
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
黄
族
江
夏
堂
総
会
編
印
の
「
黄
族

江
夏
堂
雑
誌
」
に
所
載
の
説
を
あ
げ
れ
ば
、
同
会
設
立
の
目
的
は
「
編
修
族
譜
・
創
弁
義
学
・
振
興
実
業
・
研
究
工
芸
・
連
絡
感
情

・
維
持
生
計
・
祭
掃
墳
墓
・
春
秋
祝
典
・
矜
孤
帆
寡
・
贈
医
施
薬
・
種
種
慈
善
事
業
・
次
第
挙
行
之
而
目
的
達
矣
」
と
さ
れ
て
い

る
。
族
譜
の
編
修
、
墳
墓
の
婦
祭
、
春
秋
の
祭
典
の
ご
と
き
祖
先
崇
拝
の
諸
行
事
、
実
業
の
振
興
、
工
芸
の
研
究
、
生
計
維
持
の
経

済
面
の
活
動
、
感
情
の
連
絡
、
義
学
の
創
弁
、
孤
寡
の
矜
恤
、
医
薬
の
贈
施
の
ご
と
き
、
諸
種
の
慈
善
事
業
等
の
社
会
施
設
面
の
活

動
を
そ
の
主
要
目
的
と
し
て
い
る
。

　
右
の
う
ち
と
く
に
問
題
と
さ
れ
う
る
の
は
、
中
国
人
に
旺
盛
な
「
祖
先
崇
拝
」
の
慣
行
で
あ
る
。
右
は
中
国
固
有
の
同
姓
不
婚
の

規
定
か
ら
促
進
さ
れ
て
き
た
と
み
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
姓
氏
の
「
氏
」
は
「
姓
」
の
支
系
で
あ
り
、
婦
女
は
「
姓
」
を
な
の
り
、
男
子
は
「
氏
」
を
な
の
る
区
別
が
あ
っ
た
が
、
三
代
以
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降
姓
氏
は
一
つ
に
合
体
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
周
代
以
降
は
「
男
女
同
姓
、
其
生
不
審
」
の
説
に
よ
っ
て
同
姓
、
異
姓

が
識
別
さ
れ
始
め
、
同
姓
不
婚
の
規
定
が
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
こ
の
族
外
婚
に
よ
る
姓
氏
団
体
の
拡
大
化
へ
の
律
動
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
中
国
人
社
会
に
一
貫
し
て
い
る
。
今
日
で
も
、
海

外
の
中
国
人
社
会
で
は
な
お
同
姓
不
婚
の
規
定
は
一
般
に
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
例
外
的
に
み
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
張
氏
の
同
姓
婚
の
場
合
は
"
Ｄ
ｏ
ｕ
ｂ
ｌ
ｅ
ｃ
ｙ
ｎ
g
”
と
嘲
笑
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

ま
た
、
土
語
の
発
音
の
相
違
か
ら
、
た
と
え
ば
陳
姓
が
Ｔ
ａ
ｎ
=
福
建
語
、
ｃ
ｙ
ｎ

=
広
東
語
、
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
=
客
家
語
と
相
違
が
あ
っ
て
、

同
姓
で
あ
る
こ
と
を
し
ら
な
い
で
結
婚
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
だ
が
、
海
外
の
中
国
人
社
会
で
は
、
同
姓
婚
は
な
お
例
外
的
事
象
と
し
か
み
か
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
新
中
国
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
婚
姻
改
革
に
つ
い
て
の
論
文
を
み
て
も
、
女
性
の
地
位
の
向
上
し
た
こ
と
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
同
姓
不
婚
の
規
定
に
は
何
ら
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
同
姓
婚
解
放
の
措
置
が
ど
こ
ま
で
徹
底
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
先
は
平
和
時
に
お
け
る
姓
氏
団
体
の
職
能
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
誌
前
号
拙
稿
に
述
べ
た
西
路
事
件
や

既
述
の
趙
呉
両
姓
の
械
斗
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
本
国
に
お
け
る
政
治
的
不
安
定
、
集
団
勢
力
範
囲
の
斗
争
か
ら
す
る
非
常

時
に
お
け
る
自
衛
集
団
斗
争
に
お
い
て
、
姓
氏
集
団
の
果
す
役
割
に
も
看
過
し
え
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
械
斗
は
も
と
倭
寇
に
対
し

て
各
村
落
自
衛
の
た
め
郷
兵
を
団
練
し
、
各
家
が
刀
鎗
・
器
械
（
武
器
）
を
保
有
自
守
し
て
、
尚
勇
の
気
風
が
あ
っ
た
の
が
、
漸
次

転
じ
て
親
族
徒
党
を
糾
合
し
て
械
斗
を
試
み
る
習
俗
が
生
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
発
生
の
地
は
福
建
の
原
泉
地
方
（
原
州
・
泉

州
）
で
あ
っ
て
、
つ
い
で
広
東
省
の
潮
州
に
流
伝
し
、
さ
ら
に
恵
州
・
嘉
応
州
・
広
州
・
肇
慶
・
韶
南
の
方
面
に
普
及
を
み
た
。
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十
九
世
紀
中
頃
か
ら
海
外
各
地
に
進
出
し
た
広
東
・
福
建
両
省
人
の
う
ち
、
ス
マ
ト
ラ
・
ア
サ
ハ
ン
ヘ
の
苦
カ
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し

て
の
、
ペ
ナ
ン
に
お
け
る
邱
天
徳
の
「
竜
山
堂
新
江
社
邱
氏
公
司
」
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
の
錫
鉱
区
に
嘉
応
州
客
家
を
斥
け
て
自
治
王

国
を
画
定
し
て
い
た
恵
州
客
家
甲
必
円
葉
同
床
一
族
の
「
葉
氏
公
司
」
、
の
ご
と
き
は
そ
の
著
名
な
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
で
は
、
自
治
王
国
を
形
成
し
た
葉
氏
公
司
に
類
す
る
有
力
な
姓
氏
団
体
は
み
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
な
お
、
広
肇
県
の
集
団

進
出
に
際
し
て
か
れ
ら
の
習
俗
か
ら
す
る
賭
館
・
煙
館
（
阿
片
）
　
・
妓
館
、
ひ
い
て
は
餐
館
（
料
理
店
）
　
・
洗
衣
行
・
理
髪
行
等
の

経
営
に
関
連
す
る
勢
力
範
囲
の
画
定
に
際
し
て
も
、
姓
氏
団
体
の
集
団
的
圧
力
が
効
果
的
で
あ
り
、
時
と
し
て
械
斗
を
も
み
て
い
た

も
の
と
推
定
さ
れ
う
る
。
そ
の
こ
と
は
多
く
の
姓
氏
団
体
が
後
述
す
る
ご
と
く
、
文
武
の
二
重
構
造
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
徴
せ

ら
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
「
黄
江
夏
雲
山
公
所
」
は
「
黄
江
夏
堂
公
所
」
と
「
黄
雲
山
総
公
所
」
の
合
体
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
に
は
黄
氏

始
祖
雲
公
か
ら
七
十
四
世
の
後
漢
尚
書
「
文
彊
公
」
（
黄
香
）
の
真
像
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
女
優
公
は
名
は
香
で
、
経
典
に
通
じ
文
章

を
能
く
し
、
後
漢
章
帝
に
み
い
だ
さ
れ
、
永
元
六
年
（
九
四
）
に
は
、
尚
書
に
任
せ
ら
れ
、
極
東
郡
太
守
、
尚
書
、
魏
郡
太
守
に
転

任
し
た
。
農
政
と
社
会
施
設
間
に
功
績
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
黄
江
高
堂
公
所
で
は
、
黄
氏
中
の
能
文
の
第
一
人
者
文
彊
公
を
崇

祠
し
て
社
会
施
設
、
こ
と
に
文
教
的
側
面
が
強
調
さ
れ
、
バ
ン
ク
バ
ー
の
そ
れ
に
は
文
彊
学
校
・
文
彊
中
学
す
ら
が
併
設
さ
れ
て
い

る
。
後
者
の
雲
山
公
所
に
は
黄
氏
始
祖
雲
公
か
ら
七
十
九
世
の
「
忠
公
」
（
黄
忠
）
を
祭
っ
て
い
る
。
黄
忠
（
忠
公
）
は
字
漢
升
で
、

呉
・
蜀
・
魏
の
三
国
時
代
に
蜀
の
劉
備
に
封
ぜ
ら
れ
て
武
威
将
軍
と
な
り
、
蜀
漢
の
章
武
元
年
（
二
二
〇
）
に
関
羽
・
張
飛
・
趙
雲

・
馬
超
と
黄
忠
は
五
虎
将
軍
に
封
ぜ
ら
れ
句
そ
の
勇
は
三
軍
に
冠
た
り
と
さ
れ
た
黄
忠
が
黄
族
の
武
勇
の
象
徴
と
し
て
黄
霊
山
総

公
所
に
祭
祠
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
公
所
の
祠
堂
の
両
側
面
に
は
中
国
風
の
各
種
の
器
械
（
武
器
）
が
林
立
し
て
い
る
。
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そ
こ
は
黄
族
青
年
層
の
た
め
の
武
勇
鍜
錬
の
道
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
自
衛
的
な
械
斗
の
習
俗
か
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
姓
氏
団
体
の
文
武
の
二
重
構
造
を
成
立
せ
し
め
て
き
た
も
の
と
観
察
さ
れ
る
。

同
様
な
構
造
は
李
敦
宗
総
公
所
と
そ
の
青
年
組
、
雷
・
方
・
郵
・
三
姓
の
遡
源
総
堂
と
原
宗
公
所
、
劉
・
関
・
張
・
趙
・
四
姓
の
竜

岡
親
義
公
所
に
お
け
る
竜
岡
公
所
と
親
義
公
所
等
に
も
み
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
姓
氏
団
体
の
械
斗
的
側
面
は
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
間
題
と
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
多

少
洗
衣
行
・
馬
券
売
り
・
賭
場
等
に
関
す
る
な
わ
ば
り
も
、
今
日
で
は
姓
氏
団
体
よ
り
も
、
別
に
後
述
の
堂
会
＝
T
o
n
g
s
の
間
題
と

し
て
引
き
つ
が
れ
て
い
る
。
過
去
に
幾
度
か
の
堂
同
志
の
械
斗
＝
Ｔ
ｏ
ｎ
ｇ
　
w
ａ
ｒ
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
右
に
つ
い
て
は
後
節
の
堂

会
に
ゆ
ず
る
。

　
以
下
、
三
藩
市
唐
人
街
に
お
け
る
姓
氏
団
体
の
個
別
的
分
析
に
移
り
た
い
。

　
　
イ
　
余
風
釆
武
渓
総
公
所

　
余
姓
の
姓
氏
団
体
と
し
て
の
本
公
所
は
、
本
部
の
「
余
風
采
堂
」
＝
Y
.
e
e

B
e
n
e
v
o
l
e
n
t

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
と
、
械
斗
の
た
め
と
い

う
よ
り
は
今
日
で
は
倶
楽
部
と
し
て
の
「
余
武
渓
堂
」
、
さ
ら
に
下
層
貧
苦
の
昆
仲
（
兄
弟
仲
間
）
に
対
す
る
施
設
と
し
て
の
「
余

紹
賢
堂
」
の
三
団
体
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
前
二
者
は
名
称
は
別
で
あ
っ
て
も
、
両
頭
の
同
一
団
体
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
後
者
の
紹

賢
堂
は
前
二
者
と
は
別
個
の
独
立
的
性
質
を
も
つ
団
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
二
者
は
唐
人
街
の
ウ
エ
ー
バ
ー
リ
プ
レ
ー
ス
に

あ
り
、
後
者
は
別
に
グ
ラ
ン
ト
街
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
余
風
采
堂
は
三
藩
市
の
総
公
所
を
ふ
く
め
て
四
二
ケ
所
に
設
立
さ

れ
て
い
る
。

　
余
姓
の
人
ロ
数
と
業
種
＝
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
余
姓
の
昆
仲
の
人
数
は
総
計
五
千
数
百
名
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
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訳
は
次
の
通
り
に
各
都
市
に
散
在
し
て
い
る
。

　
サ
ン
ラ
ラ
ン
シ
ス
コ
　
　
ー
、
七
〇
〇
名
前
後
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
　
　
　
　
　
四
〇
〇
名

　
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
　
　
　
　
　
　
　
ー
○
○
余
名
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
　
　
　
　
六
―
七
〇
〇
名

　
セ
ン
ト
ル
イ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
○
余
名
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
　
　
　
　
　
　
ー
○
○
名

　
コ
ロ
ン
ブ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
余
名
　
　
　
　
　
　
　
デ
ト
ロ
イ
ト
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
余
名

　
シ
　
カ
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
八
〇
名
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
　
　
　
約
一
、
〇
〇
〇
名

　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
○
○
余
名

　
な
お
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
約
一
、
七
〇
〇
名
の
昆
仲
の
事
業
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
西
菜
房
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
服
商
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
靴
舗
　
　
　
　
　
　
一

　
靴
修
理
業
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
打
波
館
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
業
　
　
　
　
　
一

　
西
医
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
歯
科
医
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
ブ
ロ
ー
カ
イ
　
ニ

　
会
計
士
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
中
医
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
護
士
　
　
　
　
　
一

　
大
洗
衣
行
　
　
　
四
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
づ
ぺ
づ
付
ー
ニ
ン
グ
　
三
五
　
　
　
　
　
　
　
　
西
餐
館
　
　
　
　
　
七

　
中
西
雑
貨
業
　
二
〇
余
　
　
　
　
　
　
　
衣
服
仕
立
工
場
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
楼
業
　
　
　
　
　
五
〇
余

　
右
の
業
種
の
う
ち
に
は
、
ア
メ
リ
カ
台
山
華
僑
の
圧
倒
的
に
進
出
し
て
い
る
中
餐
館
（
中
華
料
理
業
）
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
鶏

鴨
行
・
京
菓
行
等
の
食
料
品
関
係
の
業
種
の
全
然
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
目
立
っ
て
い
る
。
余
姓
の
大
半
が
台
山
出
身
で
あ
り
な
が
ら

寧
陽
（
台
山
）
会
館
か
ら
退
出
し
て
い
っ
た
経
過
と
の
間
に
何
等
か
の
関
連
性
の
存
在
す
ら
が
憶
測
さ
れ
う
る
。
華
僑
資
本
発
展
の
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終
着
駅
と
も
い
う
べ
き
楼
業
が
第
一
位
で
、
洗
濯
業
者
が
第
二
位
、
中
西
雑
貨
業
が
第
三
位
の
順
で
、
な
お
前
期
的
資
本
の
段
階
に

停
滞
し
て
い
る
。

　
余
風
釆
堂
の
系
譜
＝
余
氏
の
世
系
は
漢
民
族
と
盛
衰
を
と
も
に
し
て
、
秦
漢
の
際
に
江
淮
に
東
遷
し
、
耶
（
江
蘇
省
）
に
居
住

し
た
。
耶
は
今
日
の
津
浦
線
と
隴
海
線
の
要
衝
に
あ
た
る
。
隋
唐
間
に
安
徽
者
の
休
寧
に
移
り
、
晩
唐
黄
巣
の
乱
を
避
け
て
福
建
省

に
遷
居
し
た
。
唐
滅
亡
後
五
代
の
乱
世
に
広
東
谷
の
曲
江
に
逃
避
し
た
。
そ
の
曽
孫
が
余
風
采
武
渓
公
所
の
始
祖
と
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
余
靖
二
〇
〇
〇
―
一
〇
六
五
）
公
、
字
は
安
道
、
諡
は
忠
襄
と
い
う
。
北
宋
の
仁
宗
の
四
諫
官
の
一
人
で
あ
り
、
工
刑

諸
部
の
尚
書
と
も
な
り
、
さ
ら
に
契
丹
国
・
西
夏
等
海
外
に
も
出
使
し
、
東
胡
・
南
蠻
・
交
阯
を
平
定
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
傑
出

人
物
で
あ
っ
た
。
余
風
采
堂
に
掲
げ
る
「
風
采
楼
前
後
記
」
に
よ
れ
ば
、
仲
襄
公
を
記
念
す
る
た
め
、
明
朝
弘
治
一
〇
年
（
一
四
九

七
）
韶
州
曲
江
に
三
層
の
「
風
采
楼
」
が
建
設
さ
れ
、
今
日
な
お
現
存
を
み
て
い
る
。
「
風
采
堂
」
の
名
は
右
の
名
に
縁
由
す
る
。

な
お
、
念
の
た
め
「
武
渓
公
所
」
の
名
は
曲
江
を
合
流
形
成
す
る
武
渓
・
治
水
の
二
流
の
前
者
名
に
縁
由
し
て
い
る
。

　
忠
襄
公
は
三
男
六
女
を
あ
げ
た
が
、
長
男
の
伯
荘
（
字
、
陽
選
）
・
次
男
の
仲
荀
（
字
、
師
珂
）
・
三
男
叔
英
（
字
、
景
方
）
の
三

人
の
う
ち
、
伯
荘
の
長
房
の
後
人
は
江
西
・
広
東
両
者
に
散
居
し
、
仲
荀
・
叔
英
の
二
房
の
後
代
は
広
東
南
部
へ
進
出
し
た
。
元
末

明
初
に
は
韶
南
か
ら
北
江
・
珠
江
デ
ル
ク
・
東
江
・
韓
江
方
面
か
ら
岡
州
・
中
山
・
台
山
・
開
平
の
諸
県
に
移
っ
た
。
し
た
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

て
、
台
山
地
区
と
さ
ら
に
南
北
ア
メ
リ
カ
に
居
住
す
る
余
氏
は
仲
襄
公
派
の
仲
荀
・
叔
英
二
房
の
子
孫
で
あ
る
。
右
は
台
山
余
風
采

武
渓
公
所
の
系
譜
の
概
略
で
あ
る
。

　
余
風
釆
総
堂
の
規
章
＝
全
美
余
風
采
総
堂
規
章
に
よ
れ
ば
、
風
采
堂
の
宗
旨
は
、
感
情
の
連
絡
、
意
志
の
集
中
、
カ
量
団
結
を

も
っ
て
昆
仲
の
福
利
を
謀
り
、
族
務
を
推
進
し
、
公
益
に
賛
助
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
（
第
二
条
）
。
総
堂
は
三
藩
市
に
お
か

一１32-一一



れ
、
五
〇
人
以
上
の
各
都
市
で
は
分
堂
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
、
総
堂
の
統
轄
下
に
お
か
れ
る
（
第
三
ー
四
条
）
。
満
一
八
才
以
上

の
昆
仲
は
総
・
分
堂
へ
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
五
条
）
。
昆
仲
の
間
に
糾
紛
の
生
じ
た
場
合
、
分
堂
の
判
決
に
不
服
な
れ
ば

総
堂
、
も
し
く
は
懇
親
大
会
へ
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
七
条
）
。
懇
親
大
会
が
最
高
機
関
で
あ
っ
て
、
総
堂
は
大
会
一
切
の
決

議
案
の
執
行
権
を
も
ち
、
各
都
市
の
分
堂
・
逆
訊
処
を
指
導
監
督
す
る
責
に
任
ず
る
（
第
八
条
）
。
懇
親
大
会
は
四
年
毎
に
招
集
さ

れ
、
大
会
出
席
代
表
数
は
総
堂
か
ら
は
西
部
で
開
会
の
場
合
は
六
名
、
東
部
で
開
会
の
場
合
は
四
名
、
大
会
開
催
地
の
分
堂
の
代
表

は
六
名
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
総
・
分
堂
の
正
副
委
員
長
各
二
名
は
当
然
代
表
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
余
の
も
の

は
総
堂
の
場
合
は
一
〇
人
の
常
務
委
員
を
候
補
者
と
し
て
執
行
・
常
務
委
員
の
選
挙
に
よ
り
、
分
堂
の
場
合
は
全
体
職
員
か
ら
選
出

さ
れ
る
（
第
九
－
一
一
条
）
。
総
堂
の
職
員
は
総
長
二
名
（
任
期
四
年
）
の
ほ
か
正
副
委
員
長
各
一
名
、
正
副
中
文
書
記
各
一
名
、
正
副

西
文
書
記
各
一
名
、
正
副
財
政
各
一
名
、
会
計
二
名
、
交
際
二
名
、
計
一
二
名
を
常
務
香
具
と
す
る
。
執
行
委
員
は
二
三
名
と
す

る
。
そ
の
選
出
方
法
は
、
総
堂
の
昆
仲
が
四
五
名
の
執
行
委
員
候
補
者
を
推
薦
し
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
か
ら
三
五
名
の
執
行
委
員
会

を
複
選
し
て
、
執
行
委
員
会
を
組
織
す
る
。
つ
い
で
、
執
行
委
員
会
が
各
科
の
委
員
を
互
選
し
、
常
務
委
員
会
を
組
織
し
て
、
日
常

事
務
を
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
第
一
二
条
）
。
総
長
は
懇
親
大
会
で
、
出
席
代
表
か
ら
東
部
・
西
部
各
四
名
が
推
薦
さ
れ
、

代
表
全
体
で
選
挙
さ
れ
る
（
第
一
三
条
）
。
総
長
は
「
全
美
余
風
采
堂
」
の
一
切
の
事
務
を
統
理
す
る
権
限
を
も
ち
、
総
堂
の
委
員
長

は
一
切
の
事
務
を
主
持
す
る
権
限
を
も
つ
（
第
一
六
条
）
。
満
一
八
才
以
上
の
昆
仲
の
登
記
費
は
三
ド
ル
、
楼
業
基
金
（
楼
底
金
）
は

五
ド
ル
、
懇
親
大
会
費
は
三
ド
ル
と
き
め
ら
れ
て
い
る
（
第
二
〇
ー
一
二
条
）
。
も
し
、
昆
仲
が
右
の
登
記
費
・
楼
業
基
金
を
納
め
な
い

で
、
本
堂
へ
提
訴
し
、
事
件
処
理
を
請
求
す
る
場
合
は
、
右
の
登
記
費
・
楼
業
基
金
の
ほ
か
、
香
油
金
五
〇
ド
ル
を
納
め
ね
ば
な
ら

な
い
（
第
二
五
条
）
。
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右
は
余
風
采
堂
の
規
章
の
概
要
で
あ
る
。
右
の
規
章
の
う
ち
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
堂
が
姓
氏
団
体
で
あ
る
だ
け
に
、
春

の
清
明
掃
墓
、
夏
の
中
元
節
等
に
際
し
て
、
祖
祠
堂
や
墓
地
へ
の
団
拝
の
行
事
が
厳
粛
に
と
り
行
わ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
な
お
、
さ
ら
に
本
堂
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
財
政
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
余
風
釆
堂
の
財
政
内
容
＝
本
堂
の
第
ハ
回
懇
親
大
会
で
発
表
さ
れ
た
「
毎
年
の
総
収
入
お
よ
び
行
政
経
費
と
各
項
支
出
概
要
」

（
一
九
五
九
年
度
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
毎
年
の
財
政
収
支
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
収
　
　
入

　
楼
業
租
賃
（
全
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
一
一
、
〇
〇
〇
ド
ル

　
香
油
金
・
年
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
一
、
五
〇
〇
ー
一
、
八
〇
〇
ド
ル

　
　
以
上
全
年
収
総
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
五
〇
〇
ド
ル

　
　
　
支
　
　
出

　
風
采
楼
、
武
渓
楼
営
業
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
一
、
五
〇
〇
ド
ル

　
楼
業
保
険
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
ー
二
〇
〇
ド
ル

　
中
文
書
記
兼
幹
事
交
際
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
〇
ド
ル

　
各
職
員
交
際
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
ド
ル

　
春
祭
・
年
節
宴
会
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
一
、
三
〇
〇
ド
ル

　
春
祭
用
豚
肉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
一
五
〇
ド
ル

　
清
明
・
孟
関
数
・
重
陽
省
墓
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
ド
ル
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慈
善
・
教
育
寄
附
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
五
〇
〇
ー
八
〇
〇
ド
ル

　
月
会
・
特
会
茶
菓
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
一
五
〇
ド
ル

　
花
輪
賀
礼
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
三
〇
〇
１
四
〇
〇
ド
ル

　
そ
の
他
水
道
・
電
語
・
ガ
ス
・
電
気
・
修
繕
費
・
掃
除
費
・

　
文
房
具
・
郵
送
費
・
新
聞
雑
誌
費
等
省
略

　
　
以
上
二
四
項
支
出
総
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
一
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル

残
額
の
二
、
五
〇
〇
ド
ル
を
懇
親
大
会
費
に
充
当
す
る
年
度
で
は
、
収
支
平
衡
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
報
告
し
て
い
る
。

　
以
上
、
収
入
の
基
礎
は
本
堂
所
有
の
風
采
楼
・
武
渓
楼
の
ビ
ル
の
賃
貸
料
で
あ
る
。
通
常
一
階
が
商
店
に
二
階
が
貸
室
、
三
、
四

階
が
集
会
所
と
祠
堂
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
各
姓
氏
団
体
に
ほ
と
ん
ど
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
総
堂
は
天
后
廟
街
の
風
采
楼
と
呂
宗
巷
の
武
渓
楼
を
所
有
す
る
ほ
か
、
国
府
の
公
債
、
広
東
銀
行
預
金
等
約
六
、
〇
〇

〇
ド
ル
を
保
有
し
て
い
る
。
だ
が
、
他
面
武
渓
楼
・
風
采
中
学
の
建
設
費
の
負
債
、
風
采
楼
の
二
、
三
楼
改
造
工
程
費
等
に
関
し
て

約
四
七
、
〇
〇
〇
ド
ル
の
債
務
を
滞
っ
て
い
る
点
、
財
政
的
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　
余
紹
賢
堂
＝
先
に
祠
堂
を
も
つ
余
風
采
堂
と
、
ク
ラ
ブ
的
な
余
武
講
堂
の
ほ
か
に
、
独
立
的
性
質
の
組
織
と
し
て
余
紹
賢
堂
の

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
三
藩
市
に
お
け
る
紹
賢
堂
の
ほ
か
、
他
都
市
に
は
香
善
堂
・
荻
勸
堂
・
燕
翼
堂
が
あ
り
、
ほ
か
に
香
港
の
風

采
堂
と
と
も
に
、
「
五
堂
会
」
の
別
組
織
が
あ
り
、
香
港
の
「
余
氏
宗
親
会
」
の
委
員
会
の
管
轄
下
に
あ
る
。
五
堂
会
は
香
港
に
多

く
の
楼
業
を
も
ち
、
計
九
座
、
時
下
百
万
Ｈ
・
Ｋ
・
ド
ル
と
い
わ
れ
る
。
五
堂
会
は
香
港
の
余
氏
総
親
会
が
貧
苦
の
昆
仲
父
老
の
救

済
の
た
め
施
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
藩
市
の
紹
賢
堂
は
繁
華
な
都
板
街
の
十
字
路
に
あ
り
、
一
層
楼
は
商
店
に
貸
出
し
、
二
層
楼
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は
倶
楽
部
、
三
・
四
層
楼
は
昆
仲
の
住
宿
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
か
け
ら
れ
た
。

　
紹
賢
堂
の
財
政
も
楼
業
の
収
入
が
基
礎
で
、
都
板
街
楼
の
ほ
か
に
別
に
一
座
の
楼
業
を
所
有
し
、
年
間
収
入
の
ハ
割
程
度
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
楼
業
の
建
設
は
昆
仲
か
ら
の
殷
銀
（
株
式
）
出
資
で
調
達
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
昆
仲
相
互
救
済
の
た
め

で
あ
っ
て
、
株
式
配
当
の
ご
と
き
営
利
を
意
図
し
て
い
な
い
。
殷
銀
に
は
低
利
の
股
息
が
払
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
経

過
を
み
て
、
姓
氏
団
体
か
ら
株
式
会
社
へ
の
発
展
が
予
想
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
株
式
は
決
し
て
昆
仲
外
に
公
開
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
公
開
株
式
会
社
へ
の
発
展
は
阻
止
さ
れ
て
い
る
。
支
出
の
第
一
位
は
昆
仲
か
ら
の
儲
銀
（
預
り
金
）
の
返
還
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
儲
銀
勘
定
の
支
出
と
み
れ
ば
、
筆
頭
は
二
座
の
楼
業
の
税
銀
で
あ
る
。
第
二
位
は
昆
仲
か
ら
の
儲
銀
（
預
り
金
）
に
対
す
る
利

息
銀
（
一
割
程
度
）
、
第
三
位
は
酒
席
銀
、
第
四
位
は
楼
股
銀
の
返
還
（
元
利
）
、
第
五
位
は
職
員
へ
の
報
酬
、
余
は
賀
儀
費
に
つ
い

で
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
電
話
・
保
険
料
等
の
諸
雑
項
の
支
出
で
あ
る
。
支
出
の
総
計
は
一
九
六
二
年
度
決
算
で
一
六
、
○
○
○
余

ド
ル
程
度
で
あ
る
。

　
以
上
、
余
風
采
武
渓
総
公
所
に
つ
い
て
概
説
し
た
。
余
姓
の
集
団
行
動
で
問
題
と
な
る
の
は
、
出
身
県
で
あ
り
な
が
ら
何
故
台
山

会
館
か
ら
退
出
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
夏
訪
れ
た
マ
ラ
ヤ
・
ゴ
ラ
州
の
「
霹
露
台
山
会
館
」
の
会
友
九
六
〇
名
の
う
ち
、

余
姓
は
僅
か
二
〇
名
し
か
み
ら
れ
な
い
。
カ
リ
フ
。
ル
ニ
ア
の
陽
合
は
金
鉱
区
、
ペ
ラ
ー
州
の
場
合
は
錫
鉱
区
へ
の
進
出
で
あ
・
っ

て
、
両
者
に
共
通
し
た
理
由
が
伏
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
三
藩
市
台
山
会
館
を
形
成
す
る
諸
姓
の
う
ち
、
黄
姓
が
最
多
の
大
姓
で
あ
り
、
他
方
そ
れ
に
も
劣
ら
ぬ
大
姓
と
し
て
の
余
姓
と
の

間
に
、
郷
里
に
お
け
る
と
共
通
の
事
情
の
も
と
に
、
姓
氏
問
の
対
立
を
現
地
で
で
も
深
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
さ
れ
る
。

そ
の
背
景
の
詳
細
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
。
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な
お
、
次
に
本
姓
氏
団
体
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
後
節
で
明
ら
か
に
す
る
「
堂
会
」
＝
T
o
n
g
s
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
東
部
と

中
部
に
勢
力
の
あ
る
安
良
堂
（
安
良
工
商
会
）
＝
O
n
L
e
o
n
g
T
o
n
g
と
、
今
日
で
は
政
治
的
結
社
と
し
て
の
色
彩
を
つ
よ
め
て

い
る
致
公
堂
＝
c
h
e
e
K
u
n
g
T
0
n
g
の
両
堂
の
主
席
（
一
九
五
九
年
度
）
が
余
氏
か
ら
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

風
采
堂
と
右
の
両
堂
と
の
関
係
は
緊
密
の
よ
う
で
あ
る
。
地
域
団
体
・
姓
氏
団
体
・
堂
会
は
全
然
別
個
の
存
在
で
は
な
く
、
相
互
に

緊
密
な
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
。
右
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
後
節
の
う
ち
に
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
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